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参考資料 ２ 

◎市民の気持ちの現状認識について 

 

 

 

 

 

●問 あなたは、全体として、現在の生活にどの程度満足していますか。（○は１つ） 

・全体では、７割以上が、『満足している』と回答している。 

・年代別にみると、40 歳～50 歳代で、『満足している』が低い傾向にある。 

 

満足している 

前回の審議会で、「市民のワクワクする気持ちや誇り、愛着の現状」について、門井委員より

ご質問を頂きました。 

令和２年(2020 年)２月下旬から３月中旬に実施した、横須賀市民アンケート結果から関連項

目の抜粋を示します。 
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●問 あなたが思う、横須賀市の自慢は何ですか。（自由記述） 

 

・横須賀市の「自然が豊かなこと（海・山・緑など）」や「海が近いこと・海がきれいなこと」、 

「気候が良い・温暖な気候」など自然環境について、多く記述されている。 

 

・生活環境についても、「都会すぎず田舎すぎないところ、バランスが良いところ」「交通の便が良

い・都心までのアクセスが良い」といった、自然環境と生活利便性の両面から住みやすさを感じ

ていることがうかがえる。 

 

・豊かな自然環境がもたらす「海の幸や山の幸が豊富・新鮮な食」についての記述も多くなってい

る。 

 

・自然環境についての記述と比べると観光についての記述は多くない。 
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●問 10 年後、横須賀はどのような街であってほしいと思いますか。あなたの思いをご記入くだ 

さい。（自由記述） 

 

・全体の雰囲気として、「活気のある街」の記述が多く、経済活動の活発さや、地域のにぎわい、 

市民が生き生きと生活する明るい社会への期待がうかがえる。 

 

・社会が多様化・複雑化する中で、「どんな人も住みやすい街」への期待もうかがえる。 

 

・「高齢者に優しい街」「人と人との交流のある街」といった、高齢者も若い人もどんな世代も活躍

でき、人と人との交流がうまれる機運や雰囲気づくりへの期待もみてとれる。 

 

・「交通の便が良い街」「利便性の良い街」「大型ショッピングモールなど商業施設の充実した街」

といった生活の便利さ、「子育てしやすい街」「医療・福祉が充実した街」といった制度等の充実

など、生活環境の整備に関する記述も多くみられる。 
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